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小田急電鉄と 静岡市は「 持続的なごみ収集体制の確立」 を と も にめざす長期成果と し て掲げています。システムの環境整備や自動最適化

システム開発によ り 紙情報の電子化や最適化さ れた収集ルート 提案などのアウト プッ ト を 生み出し 、 業務負荷の低減・ サービ ス水準

維持・ 利用継続意欲と いっ た初期アウト カ ム、車両連携によ る収集効率向上やコ スト 削減・ 担い手の確保と いっ た中期アウト カ ムを経て、

長期成果を実現し ます。こ う し たメ カ ニズムを 事業に取り 組みながら 丁寧に検証し 、 事業活動の改善に繋げる ために、 平均積載量・ 運搬

回数・ 収集作業時間などＫ Ｐ Ｉ を 設定し 、データ を 収集・ 分析し ていき ます。

ごみ収集の見える 化と データ 共有の円滑化を 支える のが「 WOOM S」の特徴の１ つです。

収集車両にタ ブレ ッ ト を 搭載し 、 作業時間・ 走行距離・ 収集量・ ルート を自動取得し て

蓄積するこ と で、作業のノ ウハウを アプリ に集約し 誰も が参照するこ と ができ ます。

また、個々の経験に頼っ ていた収集計画を デジタ ル化するこ と で、紙作業が減り 、管理者

はリ アルタ イ ムで作業状況を 把握でき る と と も に、 新人の教育や引き 継ぎを 支援でき

ます。万が一、 急な欠員や多量排出があっ ても 車両同士が連携し 柔軟に対応でき る ため、

作業負荷や取漏れの削減、働き 方改革につながっ ています。

ごみ収集作業の可視化と 共有

今回の共創で 収集ルー ト と 車両台数を 自動最適化す る 技術を 新た に 開発し ま す。

「 WOOM S」 で蓄積さ れたデータ から シミ ュ レ ーショ ンを 行い、 継続的に改善し ながら

最適なルート と 必要車両を 提案する こ と が可能です。こ の全国初の収集体制自動最適化

システムでは、数万パタ ーン でのシミ ュ レ ーショ ン が可能になっ ています。

例えば、 新たな分別収集の導入など環境変化が発生し た場合には、 データ 更新に応じ て

何度でも 最適化を 繰り 返すこ と ができ る こ と も 強みです。一度だけの最適化ではなく 、

最適化の循環によ っ て継続的にイ ンパク ト の拡大につながり ます。

ごみ収集体制の自動最適化

対象と し ている社会課題 

イ ンパク ト 戦略

取組内容

インパクト サマリー

静岡市では集積所が約 17,200 箇所に上り 、 可燃ごみ収集作業員の平均年齢は 56 歳。こ れから ますます作業員の高齢化やド ラ イ バー

不足が想定さ れます。また、情報は、作業員個々の経験や紙ベースでの管理にと どまり 、将来にわたっ て業務を 継続する にはデジタ ル化の

推進は必要不可欠な課題です。さ ら に、ごみ収集にかかる費用は令和 4～7 年度で約 20％増加し 、今後も 高齢化等によ る集積所の増加や

環境に配慮し た分別収集の細分化でさ ら に負荷が増し ていく こ と が懸念さ れるため、こ れまでのごみ収集体制を 最適化し 、持続可能なも

のにするこ と を重要な地域課題と し て捉えています。

静岡市　 収集業務課　 増田 哲也

本市は約 17,200 箇所の集積所を 抱え、 作業員の高齢化やド ラ イ バー不足に直面し ています。ごみ収集が滞れば街の

衛生や環境が悪化し 、市民生活に影響し ます。小田急電鉄と の共創「 WOOM S 事業」は収集業務をデジタ ル化し 、効率

化するこ と で、現場の負荷を 軽減し ながら 収集体制を最適化でき る取り 組みです。2025 年から 実証を行い、得ら れた

知見を 市内全域や他自治体に広げていき ます。市民の皆さ まにはぜひ分別や適正排出にご協力いただき、「 いつまで

も 美し いまち静岡」の実現に向け、ごみ収集の最適化と 資源を循環さ せる 新し い仕組みを一緒に育ててく ださ い。

②
業務負荷の低減事例

●　 走行軌跡と 集積所ごと の収集状況が視覚的にわかり 、 収集漏れを 未然に防止でき た

●　 初めてのルート を 担当し た際に、 紙地図を見る より スムーズに収集でき た

●　 通常よ り ごみの排出量が多かっ た際に、 他の車が応援に来てく れた

●　 工事で通常ルート を 走行でき ない時に、 回り 道を探すこ と ができ た

めざす社会的な成果を明確にし 、辿り 着く ための道筋を表し た「 社会的イ ンパク ト をう みだす設計図」

業務負荷の低減度
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主な成果の参考データ 、 算出方法について

業務負荷の低減度｜実績値①業務負荷の低減度｜実績値 26.3%｜理想値 70.0%

●実走から 1 ヶ 月で実際の事例も いく つか報告いただき、 業務負荷低減を 感じ た方は 26％と 約 1/ 4 の作業員が業務負荷低減を 実感し たのは成果と

感じ ています。自動検知機能の精度向上やルート ナビ やルート アシスト など未使用の応用機能の活用により 、 実走終了予定の 11 月までにはさ ら なる

業務負荷低減度の向上に寄与し ていき ます。

ごみ収集対応率｜実績値

算出根拠： 実績値

静岡市葵区内、 約 7,500 箇所の各集積所における 可燃ごみ収集について、 収集漏れなく 収集業務が実施さ れています。WOOMS によっ て集積所ごと

のリ アルタ イ ムの収集状況を 可視化し 、作業員と 管理者が常に共有し ているため、万が一収集漏れが発生し そう な場合でも 視覚的に発見し 、未然に防ぐ

こ と ができ ています。

③ごみ収集対応率｜実績値 100%｜理想値 100%

算出根拠： 実績値（ 測定期間： 2026 年 1 月 22 日 - 3 月 6 日）

●静岡市葵区内、 約 7,500 箇所の各集積所における 可燃ごみ収集について、 収集漏れなく 収集業務が実施さ れています。WOOMS によっ て集積所ごと

のリ アルタ イ ムの収集状況を 可視化し 、作業員と 管理者が常に共有し ているため、万が一収集漏れが発生し そう な場合でも 視覚的に発見し 、未然に防ぐ

こ と ができ ています。

作業効率の向上度｜実績値

実走から 1 ヶ 月間は紙地図や作業員のノ ウハウを デジタ ル化し 、システムを 使用し た運用に慣れていく こ と に専念し たため、具体的な作業効率向上の

事例は少なく 、 作業効率の向上があっ たと 感じ た方は 10% 未満にと どまり まし た。今後は、 実走開始から 蓄積し ている データ を 用いた収集体制自動

最適化検証によ り 、収集体制全体の最適化を 実現するこ と で、作業効率向上に寄与し ていき ます。

④作業効率の向上度｜実績値 9.2%｜理想値 70.0%

●実走から 1 ヶ 月間は紙地図や作業員のノ ウハウを デジタ ル化し 、システムを 使用し た運用に慣れていく こ と に専念し たため、具体的な作業効率向上の

事例は少なく 、 作業効率の向上があっ たと 感じ た方は 10% 未満にと どまり まし た。今後は、 実走開始から 蓄積し ている データ を 用いた収集体制自動

最適化検証によ り 、収集体制全体の最適化を 実現するこ と で、作業効率向上に寄与し ていき ます。

利用者の満足度｜実績値

●「 運転し ながら 集積所の位置を 確認でき てよい」「 収集漏れが少なく なっ た」 と いっ た前向き なご感想があり まし た。一方で、「 タ ブレ ッ ト 操作に慣れ

ない」「 運転がおろ そかになら ないか心配」と いう ご意見も 見ら れ、回答者の 69％が 50 代以上であるこ と から 、タ ブレ ッ ト 操作に慣れにく いと いう 背景

も 推察さ れます。徐々にタ ブレ ッ ト 操作に慣れていただけるよう 、引き 続き 支援いたし ます。

⑤利用者の満足度｜実績値 4.2/ 10 点｜理想値 7/ 10 点

●「 運転し ながら 集積所の位置を 確認でき てよい」「 収集漏れが少なく なっ た」 と いっ た前向き なご感想があり まし た。一方で、「 タ ブレ ッ ト 操作に慣れ

ない」「 運転がおろ そかになら ないか心配」と いう ご意見も 見ら れ、回答者の 69％が 50 代以上であるこ と から 、タ ブレ ッ ト 操作に慣れにく いと いう 背景

も 推察さ れます。徐々にタ ブレ ッ ト 操作に慣れていただけるよう 、引き 続き 支援いたし ます。

車両の平均積載率 （ 重量ベース）｜実績値

算出根拠： 実績値

●車両の平均積載率と は、 集積所を 回っ て収集作業を おこ なっ たあと 清掃工場へ運搬する際の、 積載でき るごみの最大量に対する実際の積載量の割合

です。こ れを 高めるこ と で清掃工場への運搬回数や車両台数の削減が見込めるため、 今後は自動最適化検証によ り 最適な収集ルート 、 車両台数を 算出し

積載率向上を 目指し ます。

⑥車両の平均積載率 （ 重量ベース）｜実績値 51.6%｜理想値 70.0%

算出根拠： 実績値（ 測定期間： 2026 年 2 月 1 日 - 2 月 20 日）

●車両の平均積載率と は、 集積所を 回っ て収集作業を おこ なっ たあと 清掃工場へ運搬する際の、 積載でき るごみの最大量に対する実際の積載量の割合

です。こ れを 高めるこ と で清掃工場への運搬回数や車両台数の削減が見込めるため、 今後は自動最適化検証によ り 最適な収集ルート 、 車両台数を 算出し

積載率向上を 目指し ます。

清掃工場運搬回数｜実績値

算出根拠： 実績値

●現状のルート はごみ収集の進捗に伴う 車両の積載量に関わら ず、 決めら れた地点まで収集が進捗し たタ イ ミ ングで清掃工場へ運搬を おこ ない 、 その

回数は 1 車両当たり 1 日平均約 3.7 回になり ます。運搬回数を 少なく する こ と で清掃工場への往復にかかる 移動距離や移動時間を 削減する こ と が

でき る ため、自動最適化検証による 運搬回数の削減を 目指し ます。

⑦清掃工場運搬回数｜実績値 3.7 回｜理想値 3 回

算出根拠： 実績値（ 測定期間： 2026 年 2 月 1 日 - 2 月 20 日）

●現状のルート はごみ収集の進捗に伴う 車両の積載量に関わら ず、 決めら れた地点まで収集が進捗し たタ イ ミ ングで清掃工場へ運搬を おこ ない 、 その

回数は 1 車両当たり 1 日平均約 3.7 回になり ます。運搬回数を 少なく する こ と で清掃工場への往復にかかる 移動距離や移動時間を 削減する こ と が

でき る ため、自動最適化検証による 運搬回数の削減を 目指し ます。

②業務負荷の低減事例｜アンケート より 主な事例を 抜粋

社会的イ ンパク ト の可視化にあたり 、 まずは事業の価値の受益者の整理を実施し た上で、 ロ ジッ ク モデルの策定に取り 組みまし た。官民

連携事業でも あるため、長期成果について事業者と 自治体の双方が実現し たい姿を 設定し 、そこ に至る ために必要なメ カ ニズムの仮説を

言語化。イ ン パク ト 指標の設計については定量データ だけでなく 、現場で起き ている 現象を より 深く 捉えるために定性指標も 大事にし て

いま す。ロ ジ ッ ク モ デルの確から し さ を 確認する ために、 ス テ ーク ホルダ ーへのア ン ケート を 中心で データ 収集を 行い、 得ら れた

イ ンパク ト データ に対し て自治体と 事業者の双方の視点を活かす対話によ っ て意味づけ（ イ ン パク ト 評価）を 実行し まし た。

社会的イ ンパク ト の可視化プロセス

当社は鉄道事業にと ど ま ら ず、 地域の課題解決に寄り 添う 新規事業に挑戦し て いま す。

人口減少や資源循環の課題が深刻化する 中、 ごみ収集は都市イ ン フ ラ の最前線であり なが

ら 、 作業員の高齢化やド ラ イ バー不足、 属人的なノ ウハウのブラ ッ ク ボッ ク ス化と いっ た

困難を 抱えています。 WO O M Sはこ れら の課題を デジタ ル技術で解決し 、 データ に基づく

効率化と 働き 方改革、 資源循環の推進を 目的と し たプ ラ ッ ト フ ォ ームで す。 収集車両に

タ ブレ ッ ト を 搭載し て作業状況を 見える 化し 、 取得データ に基づく 最適化検証を 行う こ と

で 、 車両の平均積載量増加や運搬回数の削減な ど 、 導入自治体で は実際に成果が表れて

いま す。 静岡市と の共創で は、 実走データ の蓄積や新規開発に取り 組む収集体制自動

最適化システムの検証を 通じ て持続可能な収集体制のモデルを 確立し 、 プラ スチッ ク 分別

や新し い資源回収にも 対応でき る 柔軟な基盤を つく り ます。 こ の取り 組みを 成功さ せる に

は市民の皆さ まや他自治体、 企業のご理解と 協力が不可欠です。 未来の世代に美し い地域

を 引き 継ぐ ため、 と も に資源循環型社会を 築き まし ょ う 。 静岡モデルを 共に育て、 全国の

ごみ収集を未来に適応さ せる ため、 地域の皆さ まの協力を引き 続き お願いいたし ます。

メ ッ セージ　 小田急電鉄株式会社　 デジタ ル事業創造部　 WOOM S 担当　 加藤 健太

2026年3月現在

①②④⑤共通｜算出根拠： アンケート ｜実施期間： 2026 年 1 月 22 日 - 3 月 6 日｜対象： 作業員｜回答数： 76 件

①②④⑤⑥⑦共通｜実績値： 2026 年 3 月時点｜理想値： 2026 年 11 月想定


